
正
月
三
カ
日
、
大
阪
の
空
は
晴
れ

渡
り
、
年
末
来
の
重
た
い
空
気
を
和

ら
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
国
敵
視
の
戦
争
ス
ト
ー
リ
ー

重
た
い
空
気
、
そ
う
で
す
。
高
市

首
相
の
国
会
発
言
の
国
内
外
へ
の
波

紋
で
す
。
台
湾
海
峡
で
の
米
中
軍
事

紛
争
が
日
本
に
と
っ
て
「
存
立
危
機

事
態
」
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
米
軍
支

援
に
自
衛
隊
を
出
動
さ
せ
る
。
国
民

か
ら
す
れ
ば
寝
耳
に
水
で
す
。
安
倍

政
権
が
決
め
た
「
集
団
的
自
衛
権
」

が
戦
争
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
が
露

呈
し
た
の
で
す
。

レ
ッ
ド
ラ
イ
ン

（
忍
耐
の
限
度
）
超
え
る

し
か
し
、
そ
れ
を
行
使
さ
れ
る
中

国
と
し
て
は
、
内
政
に
対
す
る
外
国

軍
に
よ
る
軍
事
介
入
す
な
わ
ち
侵
略

行
為
と
な
り
ま
す
。
そ
の
憤
り
が
頂

点
に
達
し
て
い
る
の
で
す
。
日
中
政

府
間
で
約
束
さ
れ
た
戦
略
的
互
恵
関

係
な
ど
ど
こ
吹
く
風
。
「
限
日
令
」

（
中
日
間
交
流
の
制
限
）
が
出
さ
れ
、

日
本
へ
の
観
光
や
留
学
、
貿
易
や
経

済
界
交
流
、
文
化
芸
術
ス
ポ
ー
ツ
の

交
流
へ
の
制
限
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

ま
さ
し
く
日
中
不
再
戦

日
中
友
好
の
年

先
ず
高
市
発
言
を
協
会
の
柱

「
日
中
不
再
戦
」
の
立
場
で
撤
回

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
中

友
好
協
会
の
「
抗
議
声
明
」
（
日

中
友
好
新
聞
２
０
２
５
・
12
・
15
）

を
支
部
で
読
み
合
わ
せ
、
周
囲
の

皆
さ
ん
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
も

う
一
つ
は
、
会
員
・
読
者
の
皆
さ

ん
が
と
り
く
ん
で
い
る
多
彩
で
豊

か
な
友
好
活
動
を
網
の
眼
の
よ
う

に
華
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

太
極
拳
・
中
国
語
・
切
り
絵
・

中
国
百
科
検
定
学
習
・
帰
国
者
の

仲
間
と
の
交
流
・
春
節
祝
う
会
・

１
月
24
日
大
西
広
先
生
講
演
会
。

こ
の
網
の
目
が
日
中
両
国
の
友
好

を
隅
々
か
ら
結
び
、
日
中
間
の
緊

張
を
緩
和
す
る
民
間
の
原
動
力
と

な
る
の
で
す
。
（
大
阪
府
連
会
長
）
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日
中
関
係
の
緊
張
を
解
く
の
は
？

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

山
本
恒
人

第
８
回
北
東
ア
ジ
ア
平
和
と
友

好
の
旅
は
台
湾
有
事
を
意
識
し

て
厦
門
・
金
門
島
等
と
決
め
て

い
た
。
は
か
ら
ず
も
出
発
直
前

に
な
り
高
市
発
言
が
あ
り
、
機

を
得
た
企
画
に
な
っ
た
と
思
っ

て
い
た
が
、
し
か
し
周

り
の
声
は
大
丈
夫
？
の

一
辺
倒
で
あ
っ
た
。

外
務
省
も
危
険
だ
か

ら
出
国
は
控
え
る
よ
う

な
声
明
も
な
く
、
旅
の

一
行
の
心
配
は
金
門
島

入
国
（
台
湾
）
手
続
き

が
３
日
前
し
か
出
来
な

い
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ

た
。
厦
門
直
行
便
も
満

席
で
あ
っ
た
、
マ
ス
コ
ミ
で
は

減
便
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

中
国
入
国
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

ひ
と
苦
労
し
た
。
翌
日
金
門
島

へ
船
で
向
い
満
席
で
あ
る
、
海

は
穏
や
か
で
あ
り
観
光
船
・
商

業
船
と
航
行
し

て
お
り
、
わ
ず

か
最
短
の
所
は

１
・
８
Ｋ
ｍ
し

か
離
れ
て
い
な

い
。水

も
中
国
本

土
か
ら
島
へ
供

給
パ
イ
プ
が
あ

る
ら
し
い
、
台

湾
海
峡
危
機
時

代
は
毎
日
砲
弾
が
飛

ん
で
き
て
大
変
だ
っ

た
と
説
明
を
受
け
た
、

夜
の
中
国
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で

は
沖
縄
・
与
那
国
島
の
準
戦
時

体
制
を
放
映
し
て
お
り
、
私
た

ち
は
日
本
で
は
観
た
こ
と
も
な

い
様
子
を
知
っ
た
。

金
門
島
で
軍
人
・
軍
艦
に
出

会
う
こ
と
な
く
、
レ
ー
ダ
ー
は

観
た
が
、
そ
こ
は
そ
の
機
器
だ

け
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。

過
去
の
戦
争
は
嘘
か
ら
始
ま
っ

て
お
り
、
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
と
い
う
言
葉
が
あ
る
、
ま
さ

に
踊
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
？
事
が
あ
れ
ば
対
話
が
必

要
、
い
く
ら
予
算
を
つ
け
て
も

き
り
が
な
い
で
あ
ろ
う
と
感
じ

た
。

(

平
松

悦
雄)

中
国
ツ
ア
ー

厦
門
・
金
門
島
・
土
楼
６
日
間

「
中
国
帰
国
者
２
世
の
生
活
支
援

等
を
求
め
る
請
願
署
名
」
の
第
四

次
署
名
（
２
０
２
４
年
第
３
次
国

会
請
願
以
降
）
は
２
４
０
９
筆
ト
ー

タ
ル
で
１
３
５
２
４
筆
（
全
国
で

そ
れ
ぞ
れ
８
７
９
６
筆
７
４
０
９

４
筆
）
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。
第

５
次
国
会
請
願
に
向
け
て
引
き
続

き
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
『
中
国
残
留
孤
児
・
婦

人
２
世
が
人
間
の
尊
厳
を
も
っ
て

笑
顔
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
』

に
は
大
阪
か
ら
８
名
の
２
世
の
方

の
手
記
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
（
東
京
本
館
・

関
西
館
）
に
も
納
本
さ
れ
ま
し
た
。

「
中
国
残
留
日
本
人
２
世
に
聞
く

会
」
（
４
月
）
で
は
３
名
の
２
世

の
方
々
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
末
に
開
催

さ
れ
た
浅
野
慎
一
摂
南
大
学
教
授

の
講
演
会
が
好
評
で
、
２
世
の
方

た
ち
の
生
の
声
を
直
接
聞
き
た
い

と
の
声
に
応
え
た
も
の
で
す
。

第
４
次
国
会
請
願
（
６
月
）
に

は
大
阪
か
ら
は
３
年
連
続
で
代
表

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
に

は
「
関
西
テ
レ
ビ
」
や
「
上
海
テ

レ
ビ
」
も
取
材
に
来
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
第
５
次
国
会
請
願
は
現

在
日
程
を
調
整
中
で
「
帰
国
者
２

世
全
国
交
流
会
」
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可

能
で
す
。
更
に
「
帰
国
者
２
世
全

国
連
絡
会
」
の
結
成
に
向
け
て
日

中
友
好
協
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な

支
援
、
援
助
が
で
き
る
の
か
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
石
井

勉
）

中
国
帰
国
者
２
世
の
支
援
第
３
次
署
名

堺
支
部
は
現
在
会
員
25

名
、
特
別
会
員
３
名
、
準

会
員
25
名
の
53
名
で
す
。

２
０
１
７
年
10
月
７
日

堺
市
南
区
美
木
多
の
千
手

院
で
の
再
建
総
会
と
記
念

講
演
会
か
ら
９
年
目
を
迎

え
ま
す
。

２
０
２
６
年
は
「
大
阪

城
歴
史
散
策
」
「
大
仙
公

園
日
中
庭
園
交
流
会
」

「
加
藤
義
明
切
り
絵
の
保

存
」
再
建
10
周
年
記
念
プ

レ
企
画
中
国
山
東
省
煙
台

ツ
ア
ー
（
煙
台
観

光
＆
魯
東
大
学
日

本
留
学
別
科
文
化

交
流
）
「
10
周
年

誌
制
作
（
市
民
公
開
講
座

な
ど
の
活
動
記
録
）
」
に

取
り
組
み
会
員
相
互
の
交

流
を
広
げ
ま
す
。

「
堺
に
憲
法
９
条
の
碑
を

た
て
る
会
」
の
２
０
２
７

年
11

月
３
日
建
立
除
幕

（
憲
法
公
布
81
年
）
に
参

加
協
力
し
ま
す
。

そ
し
て
、
高
市
首
相
の

「
台
湾
有
事
」
発
言
の
撤

回
を
求
め
「
平
和
憲
法
を

守
ろ
う
！
戦
争
は
し
た
ら

あ
か
ん
！
」
の
声
を
広
げ
、

日
中
不
再
戦
・
友

好
・
交
流
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

（
上
村

康
夫
）

堺
支
部

再
建
10
周
年
記
念
行
事

新
春
学
習
講
演
会

台
湾
有
事
を
起
こ

さ
せ
な
い
た
め
に

１
月
24
日(

土)

２
時
か
ら

国
労
大
阪
会
館

３
階

講
師

大
西

広
氏

本
部
副
理
事
長
・
京
都
大
学

慶
応
義
塾
大
学

名
誉
教
授

資
料
代

１
０
０
０
円

今
回
が
３
回
目
の
参
加
で
す
。
初

参
加
の
時
は
何
も
か
も
が
ち
ん
ぷ
ん

か
ん
ぷ
ん
で
し
た
が
、
少
し
で
も
手

際
が
良
く
な
っ
た
か
な
～
と
甘
い
こ

と
を
考
え
た
の
も
つ
か
の
間
、
切
り

口
は
下
絵
の
線
を
外
れ
る

し
、
太
く
な
っ
た
り
細
く

な
っ
た
り
で
す
。

そ
れ
で
も
何
と
か
形
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
最
後

に
目
や
口
を
貼
る
の
は
緊

張
し
ま
す
。
私
は
笑
っ
た

表
情
に
し
た
く
て
目
を
お

手
本
と
違
う
形
に
し
ま
し

た
。
先
生
か
ら
、
そ
れ
な
ら
口
の
形

も
ち
ょ
っ
と
変
え
て
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
ま
し
ょ
う
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、
笑
顔
の
馬
が
完
成
し
ま
し

た
。
時
間
に
少
し
余
裕
が
あ
っ
た
の

で
初
め
て
名
前
を
入
れ
る
こ
と
が
で

き
て
大
満
足
。
長
年
参
加
さ
れ
て
い

る
先
輩
方
の
中
に
は
お
手
本
以
外
の

モ
チ
ー
フ
を
加
え
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

色
紙
を
完
成
さ
せ
る
方
も
い

て
、
来
年
は
私
も
や
っ
て
み

よ
う
と
密
か
に
決
心
し
た
の

で
あ
り
ま
し
た
。
十
二
支
を

一
巡
し
て
二
巡
目
に
入
っ
た

と
い
う
よ
う
な
お
話
を
聞
い

て
、
私
は
生
き
て
い
る
う
ち

に
十
二
支
の
き
り
え
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
・
・
と
い
う
思
い
が
ふ
と
頭

を
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、
と
り
あ
え
ず

は
一
巡
を
目
指
し
て
今
後
も
参
加
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
（
Ｋ
）

西
支
部

き
り
え
講
習
で
笑
顔
の
馬
が
完
成



２
０
２
６
年
の
女
性
部
は
、
１
月

18
日
（
日
）
の
「
新
春
う
た
ご
え
喫

茶
in
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
」
で
幕
開
け
し
ま

す
。
今
年
も
元
気
で
楽
し
い
交
流
を

計
画
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
♬

中
国
百
科
検
定
テ
キ
ス
ト
を
楽
し

く
学
ぶ
学
習
会
は
毎
回
好
評
で
す
。

学
び
、
交
流
す
る
中
で
今
年
も
新
し

い
会
員
を
迎
え
た
い
で
す
。

今
年
の
学
習
会
は
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

物
語
」
で
始
ま
り
ま
す
。
３
月
15
日

（
日
）
５
月
17
（
日
）
に
は
高
田
先

生
の
お
話
で
中
国
の
古
典
小
説
か
ら

庶
民
の
息
吹
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
後
期
で
の
新
し
い
企
画
の

ご
要
望
な
ど
女
性
部
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
や
全
国
で

も
女
性
が
元
気
で
す
。
昨
年
の
全
国

大
会
で
は
「
第
１
回
全
国
女
性
交
流

会
」
が
開
か
れ
、
本
部
女
性
委
員
会

が
発
足
し
ま
し
た
。
関
西
で
は
昨
年

「
第
２
回
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
交
流

会
」
が
兵
庫
で
開
催
さ
れ
、
「
学
び
・

美
味
し
い
料
理
・
音
楽
」
で
交
流
し

ま
し
た
。
今
年
は
京
都
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
女
性
の
輪
の
広
が
り
で

日
中
友
好
運
動
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

（
浅
田

美
奈
子
）

2026年1月15日 日中友好新聞 第２６５２号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

唐
を
滅
ぼ
し
た
の
は
節
度
使
の
朱

全
忠
（
し
ゅ
ぜ
ん
ち
ゅ
う
）
で
す
。

そ
の
後
、
華
北
に
は
節
度
使
が
建
て

た
５
つ
の
国
が
出
来
て
は
滅
び
ま
す
。

こ
の
混
乱
期
に
貴
族
階
級
が
没
落
し

節
度
使
と
結
び
つ
い
た
新
興
地
主
が

台
頭
し
て
き
ま
す
。
農
民
は
小
作
人

と
な
り
地
主
に
小
作
料
を
納
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

中
国
を
統
一
し
た
の
が
宋
の
太
祖
、

趙
匡
胤
（
ち
ょ
う
き
ょ
う
い
ん
）
で

す
。
都
を
河
南
省
開
封
に
置
き
ま
し

た
。
唐
末
か
ら
宋
へ
か
け
て
政
治
や

文
化
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
唐
宋
変
革
と
言
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
君
主
独
裁
体
制
の
強
化

と
文
治
政
策
へ
の
変
化
で
す
。

ま
ず
科
挙
の
制
度
で
す
。
科
挙
の

最
終
試
験
は
皇
帝
自
ら
が
面
接
試
験

を
行
な
っ
て
合
格
者
を
決
め
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
皇
帝
に
よ
る
試
験
を

「
殿
試
（
で
ん
し
）
」
と
言
い
ま
す
。

殿
試
で
合
格
し
た
者
は
皇
帝
に
感
謝

し
皇
帝
の
忠
実
な
臣
下
に
な
り
ま
す
。

科
挙
に
は
お
金
と
時
間
が
か
か
る

の
で
金
持
ち
が
有
利
に
な
り
ま
す
。

宋
代
の
金
持
ち
と
は
新
興
地
主
で
す
。

新
興
地
主
の
こ
と
を
形
勢
戸
（
け
い

せ
い
こ
）
と
言
い
、
科
挙
に
合
格
し

た
金
持
ち
知
識
人
を
士
大
夫
（
し
た

い
ふ
）
と
言
い
ま
す
。
宋
代
の
支
配

者
階
級
は
士
大
夫
だ
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
宋
は
絶
え
ず
北
方
民
族
か

ら
お
び
や
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
遼

（
モ
ン
ゴ
ル
の
契
丹
族
）
や
西
夏

（
チ
ベ
ッ
ト
系
遊
牧
民
）
に
対
し
て

宋
は
お
金
で
平
和
を
買
い
ま
し
た
。

遼
と
西
夏
に
毎
年
莫
大
な
貢
物
を
し

た
た
め
に
宋
は
財
政
難
に
な
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
官
僚
に
払
う
給
料
も
莫

大
で
す
。

そ
こ
で
財
政
改
革
が
課
題
に
な
り
、

神
宗
は
王
安
石
の
新
法
を
用
い
よ
う

と
し
ま
し
た
。
王
安
石
の
政
策
は
、

民
を
豊
か
に
す
れ
ば
税
収
が
増
え
る
、

と
い
う
考
え
方
で
す
。
し
か
し
地
主

や
大
商
人
か
ら
自
分
た
ち
の
負
担
が

増
え
る
と
反
対
が
起
こ
り
、
王
安
石

は
左
遷
さ
れ
ま
す
。

宋
は
北
方
民
族
の
金
に
滅
ぼ
さ
れ
、

南
方
に
落
ち
延
び
て
宋
を
再
建
し
ま

す
。
北
方
の
開
封
に
都
が
あ
っ
た
と

き
を
北
宋
、
南
方
の
浙
江
省
臨
安

（
杭
州
）
に
都
を
移
し
て
か
ら
を
南

宋
と
言
い
ま
す
。

南
宋
と
金
が
対
峙
し
て
い
た
頃
に
、

モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国

が
芽
生
え
始
め
ま
す
。

（
高
田
佳
誉
子
）

第
７
回

制
度
を
知
る
と
歴
史
が
わ
か
る

宋

殿
試
、
士
大
夫
、
形
勢
戸

第
18
回
中
国
百
科
検
定
は
12
月

６
日
一
般
会
場
19
会
場
、
準
会
場
８

会
場
で
２
３
８
名
が
受
験
。
大
阪
会

場
は
20
名
が
受
験
。
初
級
増
加
の
た

め
の
呼
び
か
け
を
強
め
ま
し
た
が
、

受
験
者
が
な
く
残
念
な
状
況
で
す
。
。

本
部
検
定
委
員
会
は
18
日
の
委
員

会
で
１
９
７
名
の
第
18
回
試
験
合
格

者
を
決
定
し
ま
し
た
。
前
回
に
比
べ
、

初
級
以
外
は
少
し
で
す
が
難
易
度
が

高
ま
っ
た
可
能
性
が
見
ら
れ
た
た
め

で
す
。
た
だ
し
、
初
級
は
今
回
全
員

が
高
得
点
で
合
格
を
し
ま
し
た
。

合
否
通
知
は
１
月
中
旬
に
受
験
者

本
人
に
届
け
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
待
っ

て
合
格
者
の
お
祝
い
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
特
級

合
格
者
28
名
の
う
ち
お
二
人
は
今
回

で
全
級
合
格
と
な
っ
て
「
百
科
博
士
」

と
な
ら
れ
ま
す
。
受
験
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
一
般
会
場
で
も
全
体
に
若
い

受
験
者
が
増
え
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
を

見
て
の
受
験
が
３
割
、
現
役
会
社
員

の
比
率
が
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
19
回
（
夏
試
験
）
初
級
～
２
級

７
月
４
日
（
土
）
３
時
か
ら

第
20
回
（
冬
試
験
）
初
級
～
特
級

12
月
５
日
（
土
）
３
時
か
ら

（
中
国
百
科
検
定
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
）

パ
ン
ダ
貸
与
お
願
い
署
名

和
歌
山
県
連
が
す
す
め
て
い
る

「
パ
ン
ダ
貸
与
お
願
い
署
名
」
は

12
月
16
日
現
在
９
１
９
筆
集
ま
り
、

大
阪
総
領
事
館
へ
届
け
ま
し
た
。

女
性
部

楽
し
く
学
ん
で

交
流
し
ま
し
ょ
う

12
月
７
日
、
国
労
大
阪
会
館
で
「
南
京
大
虐
殺

の
真
相
・
殺
し
た
側
と
殺
さ
れ
た
側
の
証
言
」
を

テ
ー
マ
に
１
４
０
名
が
参
加
し
て
開
催
。

集
会
で
は
松
岡
環
さ
ん
の

「
中
国
・
湯
山
地
域
の
調
査

活
動
」
の
報
告
、
日
本
初
公

開
の
、
南
京
大
虐
殺
生
存
者

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像

「
蘇
国
宝

最
後
の
語
り
」

と
元
兵
士
の
証
言
「
活
き
て

い
る
も
の
は
み
な
殺
せ
」
を

上
映
さ
れ
ま
し
た
。

南
京
事
件
か
ら
88
年
、
13
日
に
は
中
国
・
南
京

市
の
「
南
京
大
虐
殺
記
念
館
」
で
犠
牲
者
の
追
悼

式
典
が
開
か
れ
、
式
典
で
は
「
南
京
事
件
は
耳
を

疑
う
よ
う
な
反
人
類
的
犯
罪
で
決
し
て
消
し
去
る

こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
的
事
実
だ
」
と
報
道
。

12
月
20
日
・
21
日
、
大
阪

西
支
部
主
催
の
簡
化
24
式
の

型
か
ら
学
ぶ
「
太
極
拳
の
攻

防
原
理
と
対
練
体
験
」
入
門

講
座
が
富
田
林
市
レ
イ
ン
ボ
ー

ホ
ー
ル
で
57
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

恒
岡
正
勝
本
部
指
導
員
の

指
導
で
５
班
に
分
か
れ
て
練

習
「
太
極
拳
は
聴
勁
と
化
勁

の
技
」
で
相
手
の
攻
撃
の
方

向
を
受
け
流
し
た
り
、
空
を

切
ら
せ
て
無
力
化
す
る
、
太

極
拳
は
定
式
と
定
式
の
間
に

攻
防
の
意
味
が
あ
る
と
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
二
度
受

け
練
習
や
、
壁
に
太
極
図
を

描
く
「
カ
ベ
ト
レ
」
向
か
い

合
っ
た
相
手
の
動
き
の
ス
ピ
ー

ド
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
を
練
習
し
ま
し
た
。

太
極
拳
西
支
部
講
習
会

攻
防
原
理
と
対
練
を
体
験

南
京
事
件
か
ら
88
年

松
岡
講
演
と
映
画
会

府
連
財
政
へ
の

支
援
募
金
の
訴
え

府
連
財
政
は
中
国
語
講
座
受

講
生
の
減
少
な
ど
で
危
機
的
状

態
で
す
。
６
月
か
ら
支
援
募
金

を
訴
え
て
い
ま
す
。
大
阪
府
連

活
動
の
維
持
発
展
の
た
め
の
募

金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

昨
年
、
城
北
支
部
は
月
１
回
の
役

員
会
を
基
本
に
飛
鳥
ハ
イ
キ
ン
グ
、

学
習
会
、
納
涼
の
つ
ど
い
な
ど
多
彩

な
行
事
に
取
り
組
む
中
で
会
員
増
や

し
、
絆
を
強
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
努
力
の
結
果
、
全
国
大
会
で

３
冠
（
最
優
秀
支
部
賞
、
最
優
秀
支

部
ニ
ュ
ー
ス
賞
、
優
秀
会
員
賞
）
の

表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
共
に
喜

び
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
は
多
難
な
年
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
支
部
活
動
に
確
信
を
持

ち
、
会
員
の
共
同
の
力
で
こ
の
荒
波

を
乗
り
越
え
、
会
員
目
標
90
人
を
達

成
し
早
期
に
１
０
０
名
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
（
12
月
会
員
数
82
名
）
。

高
市
首
相
の
「
台
湾
有
事
」
発
言

は
台
湾
海
峡
で
の
米
中
の
武
力
衝
突

を
想
定
し
「
こ
れ
は
ど
う
考
え
て
も

『
存
立
危
機
事
態
』
と
な
り
う
る
」

と
発
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
が

攻
撃
を
受
け
て
い
な
く
て
も
自
衛
隊

の
武
力
行
使
、
つ
ま
り
中
国
と
の
戦

争
が
あ
り
う
る
と
宣
言
し
た
の
で
す
。

日
中
友
好
協
会
が
掲
げ
る
「
日
中

不
再
戦
」
活
動
を
真
っ
向
か
ら
否
定

す
る
も
の
で
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

強
く
抗
議
し
撤
回
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

意
気
軒
高
の
望
年
会

12
月
６
日
夕
、
中
国
百
科
検
定
受

験
者
７
人
も
参
加
し
18
名
で
望
年
会
。

佐
藤
支
部
長
か
ら
「
両
国
の
文
化

交
流
の
た
め
に
は
、
我
々
が
、
地
元

大
阪
の
文
化
や
歴
史
を
も
っ
と
学
ぶ

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
」
と
新
た

な
提
起
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
に

希
望
の
思
い
を
つ
な
げ
る
望
年
会
と

な
り
ま
し
た
。

（
佐
藤

倫
理
）

城
北
支
部

多
彩
な
活
動
で
会
員
90
人
達
成
を

第
18
回
中
国
百
科
検
定

試
験
合
格
者
を
決
定


